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墓
尽
在
住
の
ラ
イ
タ
ー
、
金
丸
弘

美
さ
ん
(
回
)
か
ら

「い
ま
、
大
阪
で

す
。
ラ
ン
チ
で
も
し
ま
せ
ん
か
」
と

電
話
が
あ
っ
た
。

フ
リ
l
ハ
ン
ド
で
全
国
8
0
0
カ

所
以
上
の
農
村
や
地
域
活
動
を
取
材

し
て
き
た
金
丸
さ
ん
の
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
軽
い
。
お
誘
い
は
い
つ
も
突

然
。
四
国
・
高
松
か
ら
の
帰
り
道
に

大
阪
に
一
泊
し
て
ひ
と
仕
事
済
ま
せ

た
そ
う
で
、
帰
京
前
の
腹
ご
し
ら
え

に
付
き
合
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
た
。

金
丸
さ
ん
の
名
刺
の
肩
書
は
、
会

う
た
び
に
増
え
る
。

総
務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
、
農
水
省
ブ
ラ
ン
ド
化
支
援
事
業

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
明
治
大
学
農
学

‘歪酒屋，5比反土曜日

『

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
引
き
出
す

部
食
料
環
境
政
策
学
制
兼
任
講
師
、

高
知
県
農
業
創
造
人
材
育
成
事
業
総

合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

い
ず
れ
も
こ
こ
3
、
4
年
の
聞
に

引
き
受
け
た
仕
事
。
地
方
の
時
代
と

は
い
い
な
が
ら
、
な
か
な
か
新
し
い

展
望
が
見
え
な
い
時
代
に
、
金
丸
さ

ん
の
経
験
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
人
気
作

家
、
有
川
浩
さ
ん
の
ヒ
ッ
ト
作

『
県

庁
お
も
て
な
し
課
』
の
巻
末
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
地
域
活
性
化
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
よ
う
な
立
場
で
登
場
し
て
い
て

驚
い
た
。

「ボ
ク
は
地
方
が
ダ
メ
と
か
理
屈

は
言
い
ま
せ
ん
。
若
者
が
元
気
で
、

お
年
寄
り
が
生
き
生
き
と
働
い
て
い

る
と
こ
ろ
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
自
分

た
ち
の
地
域
に
し
か
な
い
も
の
を
発

見
し
て
産
業
を
作
り
出
し
て
い
る
場

所
が
い
ま
一
番
輝
い
て
い
る
」

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
行
政
マ

ン
に
は
、
そ
ん
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を

発
見
し
た
現
場
に
案
内
す
る
。

ユ
ズ
の
加
工
品
で
年
間
出
億
円
を

売
り
上
げ
る
高
知
県
の
馬
路
村
農

協
。
印
代
か
ら
叩
代
ま
で
す
べ
て
女

性
ス
タ
ッ
フ
で
年
商
7
0
0
0
万
の

熊
本
県
人
吉
市
の
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
。
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
一

体
化
し
て
新
し
い
付
加
価
値
を
追
求

す
る
三
重
県
の
農
事
組
合
法
人

「伊

賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー

ム
」。モ
ク
モ
ク
の
取
り
組
み
に
は
早
く

か
ら
注
目
し
て
き
た
金
丸
さ
ん
。
前

夜
に
は
、
新
し
い
大
阪
駅
ビ
ル
に
出

庖
し
た
モ
ク
モ
ク
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に

足
を
運
ん
だ
そ
う
。
「
す
ご
い
行

列
ι
昧
に
厳
し
い
大
阪
の
人
気
に
ス

タ
ッ
フ
も
み
ん
な
喜
ん
で
い
ま
し
た

よ」
金
丸
さ
ん
の
強
み
は
こ
の
現
場
主

義
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
あ
る
。
先
だ

っ
て
は
テ
レ
ビ
番
組
，「突
っ
て
い
い

と
も
」
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
名
前
が

面
白
く
て
な
に
こ
れ
、
と
い
う
郷
土

判明理
」
の
ク
イ
ズ
の
ア
イ
デ
ア
を
求

め
ら
れ
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
別
品
を
提

案
し
て
驚
か
れ
た
。
「
全
国
3
0
0

0
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
ず

か
ら
、
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
た
ら

一
瞬
で
集
ま
っ
た
」。

結
局
番
組
に

参
加
し
て
解
説
ま
で
し
た
。
「
何
で

も
い
い
ん
で
す
。
地
方
が
活
気
づ
く

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
。
ボ
ク
の
仕
事

は
取
材
で
知
り
合
っ
た
人
と
人
を
つ

な
ぎ
、
ア
イ
デ
ア
を
つ
な
ぎ
、
そ
れ

を
ま
た
発
信
す
る
こ
と
」

最
新
作

『地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
引
き

出
す
力
』

(
合
同
出
版
)
に
は
、
そ

ん
な
成
果
が
却
の
取
り
組
み
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
味

覚
教
育
、
イ
タ
リ
ア
の
ス
ロ
ー
プ
1

ド
運
動
の
新
し
い
取
り
組
み
な
ど
海

外
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
力
作
だ
。

ェー

「第一

一
次
大
戦
以
来
の
惨
事
」

ノルウ

【
ロ
ン
ド
ン
リ
木
村
正
人
}
毎
年
四
月
に
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
授
賞
式
が
行
わ
れ
る
オ
ス
ロ
が
連
続

テ
ロ
の
標
的
に
な
っ
た
。
右
翼
過
激
派
団
体
と
の

関
連
が
指
摘
さ
れ
る
男
は
な
ぜ

「平
和
の
象
徴
」

を
狙
っ
た
の
か
。
動
機
や
背
景
は
ま
だ
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
。

(
1
面
参
照
)

2
0
0
9年
に
平
和
賞
を
受

賞
し
た
オ
パ
マ
米
大
統
領
は
2

日
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の
記

者
会
見
で
連
続
テ
ロ
の
犠
牲
者

に
弔
意
を
示
し
、

「テ
ロ
対
策

の
重
要
性
を
痛
感
す
る
。
国
際

社
会
が
テ
ロ
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
必
要
だ
」
と
述
べ
た
。

「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
外
交
上
の

場
も
公
開
さ
れ
、
「
平
和
で
開

か
れ
た
社
会
」
と
い
う
評
価
が

定
着
し
て
い
る
。
地
元
メ
デ
ィ

ア
は

「第
二
次
大
戦
以
来
の
惨

事
」
と
衝
撃
を
伝
え
た
。

し
か
し
、
愚
近
で
は
北
大
西

洋
条
約
機
構

(
N
A
T
O
)
加

盟
国
と
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

や
リ
ビ
ア
で
D
事
妻
子
訪
こ
参

が
あ
る
。
約
1
年
前
に
は
ア
ル

一は
約
2
割
。
3
件
の
テ
ロ
が
実

力
l
イ
ダ
関
連
の
3
人
が
逮
捕

一行
に
移
さ
れ
、
大
き
な
被
害
ほ

さ
れ
て
い
る
。

一

な
か
っ
た
が
、
発
見
が
遅
れ
れ

欧
州
刑
事
警
察
機
構
の
報
告
一ば
凶
年
の
ロ
ン
ド
ン
同
時
爆
破

書
に
よ
る
と
、
昨
年
、
欧
州
連
士
ア
ロ
の
よ
う
な
大
惨
事
に
つ
な

合

(E
U
)
域
内
で
イ
ス
ラ
ム

一が
っ
て
い
た
事
澗
も
あ
っ
た
。

過
激
派
の
1
7
9人
が
逮
捕
さ

一

国
連
の
潜
基
文
事
務
総
長
は

れ
、
加
入
が
テ
ロ
の
準
備
を
進

↑
2
日、
「シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い

め
て
い
た
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
↑
る
」
と
非
難
す
る
声
明
を
出
し

組
織
と
直
接
関
係
し
て
い
た
の
↑
た
。

米
大
統
領
、
支
援
表
明

【
ワ
シ
ン
ト
ン
H
犬
塚
陽

一が
協
力
態
勢
を
敷
く
こ
と
の
重

介
】
オ
パ
マ
米
大
統
領
は
詑

一要
性
を
強
調
し
た
。

日
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
首
都
オ
ス

一

オ
パ
マ
大
統
領
は
、

「
こ
の

コ
ラ
遣
い
ヒ
ノ

二
量
担
ニ

I

t

-
-
T
7
4
5
5
E
-

〉

大
和
証
券

G

2
子
会
社
合
併

来
年
4
月

大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
本
社
は

お
目
、
個
人
向
け
業
務
の
大
和

証
券
と
法
人
向
け
の
大
和
証
券

キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ
l
ケ
ッ
ツ
の

傘
下

2
社
を
、
平
成
担
年
4
月

に
、
合
併
す
る
方
向
で
調
整
し

て
い
る
こ
と
を
朗
ら
か
に
し

た
。合
併
後
の
名
称
は
大
和
証
券

と
す
る
見
通
し
。
近
く
正
式
に

決
定
す
る
。
重
複
し
て
い
た
企

画
部
門
な
ど
を
一
本
化
す
る
こ

細
野
原
発
相

宮
城
県
入
り

細
野
豪
志
原
発
事
故
担
当
相

は
お
日
午
前
、
東
京
電
力
福
島

第
1
原
発
事
故
に
よ
る
周
辺
地

域
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
た
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と
で
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
内

大
和
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル

|
ケ
ッ
ツ
は
大
和
証
券
S
一

C
が
前
身
。

提
携
先
の
三
井
住
友
フ
，

ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
が
叫
町

大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
本
社
』

勿
を
出
資
し
て
い
た
が
、
川

の
提
携
解
消
で
大
和
証
券
州

l
プ
本
社
の
完
全
子
会
社
L

っ
た
。

低
減
さ
せ
る
除
染
作
業
の
四

ゃ
、
避
難
対
象
と
な
っ
た
垣

県
南
相
馬
市
の
住
民
ら
が
協

す
る
丸
森
町
内
の
避
難
所
忠

岡
引
。

Z
事

1
』

放
射
性
物
質
に
汚
委
員

牧
草
の
保
管
状
況
も
確
認
し

午
後
に
は
保
糾
郷
雄
町
長
、r

manabu
多角形


